
阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

阿
南
市
へ

●
金
１
億
円

日
亜
化
学
工
業
株
式
会
社　

代

表
取
締
役　

小
川
英
治
様
か
ら

市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
た
め

牛
岐
城
趾
公
園
の
整
備
資
金
と

し
て

●
金
一
封

橘
町　

黒
田
慎
二
様
か
ら　

防

災
公
園
施
設
整
備
お
よ
び
学
校

図
書
充
実
資
金
と
し
て

阿
南
第
一
中
学
校
へ

●
木
製
ベ
ン
チ　
１
脚

宝
田
町　

吉
野　

敏
様
か
ら

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
く
り
も
の

～
40
年
越
し
の
夢
を

第
二
国
土
軸（
太
平
洋
新
国
土
軸
）に
の
せ
て
～

と
し
て
、
明
石
、
鳴
門
、
豊
予
の

三
海
峡
に
海
底
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
を

掘
り
、
本
州
、
四
国
、
九
州
を
結

ぶ
と
い
う
、
淡
路
島
出
身
の
永
田

秀
次
郎
が
ま
と
め
た
の
が
永
田
構

想
で
し
た
。

　
今
、
日
本
列
島
の
中
で
新
幹
線

が
走
っ
て
い
な
い
、
も
し
く
は
開

通
の
め
ど
が
た
っ
て
い
な
い
唯
一

の
エ
リ
ア
が
私
た
ち
の
四
国
で
す
。

　
１
９
７
３
年
に
四
国
新
幹
線
の

基
本
計
画
は
決
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、
進
捗
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
大
阪
市
を
起
点
と
し
、
徳

島
市
、
高
松
市
、
松
山
市
を
経
由

し
、
九
州
東
端
の
大
分
市
を
結
ぶ

総
延
長
約
４
８
０
キ
ロ
の
計
画
は
、

今
少
し
ず
つ
動
き
出
そ
う
と
し
て

い
ま
す
。
大
災
害
時
の
補
完
ル
ー

ト
や
、
う
っ
血
状
態
の
第
一
国
土

軸
を
蘇
生
さ
せ
る
意
味
に
お
い
て
、

第
二
国
土
軸
に
の
る
四
国
新
幹
線

の
必
要
性
が
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
認

識
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
第
一
国
土
軸
と
は
、
す
で
に

あ
る
東
海
道
、
山
陽
道
に
沿
っ

た
新
幹
線
、
高
速
道
路
の
こ
と

で
す
。
そ
れ
に
対
し
、
第
二
国

土
軸
と
は
、
東
京
か
ら
伊
勢
湾
、

紀
淡
海
峡
、
豊
予
海
峡
を
経
て
、

大
分
へ
と
つ
な
が
る
21
世
紀
の

交
通
ル
ー
ト
を
つ
く
ろ
う
と
い

う
構
想
で
す
。
国
際
連
合
が
敗

戦
後
の
日
本
の
再
興
の
た
め
に

派
遣
し
た
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ワ
イ

ズ
マ
ン
博
士
が
、
昭
和
39
年
、

40
年
の
２
回
に
わ
た
っ
て
日
本

の
地
形
を
調
べ
、
提
唱
し
た
レ

ポ
ー
ト
「
ザ
・
セ
カ
ン
ド
・
イ

ー
ス
ト
・
ウ
エ
ス
ト
・
ロ
ー
ド
」

が
、
第
二
国
土
軸
構
想
へ
と
つ

な
が
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
戦
前
に
も
類
似
の

構
想
が
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
14

年
、
阿
部
信
行
内
閣
の
鉄
道
大

臣
に
な
り
、
北
九
州
か
ら
大
阪

へ
石
炭
を
運
ぶ
ル
ー
ト
が
山
陽

本
線
以
外
に
も
う
一
本
必
要
だ

　
２
０
２
７
年
に
は
、
時
速
５
０

０
キ
ロ
で
走
る
超
電
導
リ
ニ
ア
モ

ー
タ
ー
カ
ー
が
開
業
予
定
で
、
東

京
―
名
古
屋
間
は
40
分
で
、
２
０

４
５
年
に
は
大
阪
ま
で
延
伸
さ
れ

１
時
間
７
分
で
結
ば
れ
ま
す
。「
四

国
に
新
幹
線
な
ん
て
非
現
実
的

だ
」
と
の
批
判
は
当
然
だ
と
思
い

ま
す
が
、
平
成
元
年
に
発
表
さ
れ

た
、
大
阪
商
工
会
議
所
の
「
リ
ニ

ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
中
央
新
幹
線
建

設
促
進
に
つ
い
て
の
中
間
答
申
」

の
中
に
は
、
紀
淡
海
峡
ト
ン
ネ
ル

を
通
る
四
国
新
幹
線
を
リ
ニ
ア
モ

ー
タ
ー
カ
ー
で
建
設
す
る
よ
う
提

言
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
「
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
夢

で
始
ま
り
、
情
熱
で
持
続
さ
れ
、

義
務
感
で
ま
と
め
ら
れ
る
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
今
月
の
市

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

皆
さ
ん
は
、
国
民
年
金
に
つ
い

て
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

「
年
金
な
ん
て
ま
だ
関
係
な
い
」

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
保

障
だ
け
で
な
く
、
万
が
一
、
病
気

や
け
が
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き

や
一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た

と
き
な
ど
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の

家
族
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
加
入
の
届
け
出
や
保

険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。「
あ
の
時
に
…
」
と
後
悔
す

る
前
に
国
民
年
金
に
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

１
１
１
８
）
へ

介
護
保
険
認
定
調
査
員

（
嘱
託
職
員
）を
募
集

募
集
内
容　
平
成
26
年
度
に
要
介

護
認
定
申
請
者
宅
等
を
訪
問
し
、心

身
の
状
況
を
調
査
す
る
嘱
託
職
員

応
募
資
格　
看
護
師
ま
た
は
介
護

支
援
専
門
員
の
資
格
を
有
し
、
普

通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
方

採
用
予
定
人
員　
５
人

報
酬　
月
額
18
万
３
０
０
０
円

申
込
方
法　
自
筆
履
歴
書
お
よ
び

免
許
証
の
写
し
を
介
護
・
な
が
い

き
課
へ
提
出
ま
た
は
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

募
集
期
間　
２
月
３
日
㈪
～
20
日

㈭
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
5
時

15
分
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
。

郵
送
の
場
合
は
20
日
必
着
）

試
験
内
容　
面
接
試
験

試
験
日　
２
月
23
日
㈰

※
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、
目

的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

勤
務
条
件
等
問
い
合
わ
せ
は　
介

護
・
な
が
い
き
課
（
☎
22

－

１
７

９
３
）
へ

福
岡 広

島 岡
山 神

戸大
阪

名
古
屋

東
京津

和
歌
山

徳
島

大
分 豊

予
海
峡

紀
淡
海
峡

伊
勢
湾
口

第一国土軸
太平洋新国土軸

高松

長
通
信
は
、

気
宇
壮
大

な
内
容
か

も
し
れ
ま

せ
ん
が
、

新
年
に
あ

た
り
、
夢

は
実
現
す

る
も
の
だ

と
信
じ
た

い
も
の
で

す
。
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